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感染症の発生情報の正確な把握と分析、その結果の国民や医療機関への迅速な提供・公開により、感染症に対する有効かつ的確な予防・診断・治療に係る対策を図り、多様な感染症の発生及びまん延を防止することを

目的とした調査事業のこと。 

 感染対策連携共通プラットフォーム（J-SIPHE：Japan Surveillance for Infection Prevention and Healthcare Epidemiology） 

全国の医療機関における感染症診療状況、感染対策への取り組みや構造、医療関連感染の発生状況、主要な細菌や薬剤耐性菌の発生状況及びそれらによる血流感染の発生状況、抗菌薬の使用状況等に関する情報

を集約し、医療機関や地域ネットワークの AMR 対策に活用できるシステムのこと。 

 危害分析重要管理点（ハサップ）（HACCP：Hazard Analysis and Critical Control Point） 

食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因（ハザード）を把握した上で、原材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるために特に重要な工程を管理し、製

品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法のこと。 

 CRISPR-Cas13 

CRISPR-Cas は、細菌が保有するリボ核タンパク質複合体で、ウイルスなどの外来核酸に対する防御機構として機能する。外来の核酸が菌体内に侵入すると、CRISPR-Cas はその核酸配列を認識して切断する。この配列

特異的切断機構はゲノム編集など幅広い分野で利用されている。CRISPR-Cas の一種である CRISPR-Cas13 は、標的 RNA 配列を認識すると、宿主細菌の RNA を分解し、細胞増殖を抑制する。この作用は、ウイルスに感

染した細菌の自殺メカニズムで、周囲の細菌にウイルス感染が広がらないようにしていると考えられている。 

 グローバル薬剤耐性サーベイランスシステム（GLASS：Global Antimicrobial Resistance Surveillance System） 

AMR サーベイランスの世界的な協調を目的に、2015 年に WHO により開発された薬剤耐性菌および抗菌薬使用量サーベイランスのこと。 

 結核菌ゲノム解析プラットフォーム（TGS-TB：Total Genotyping Solution for Mycobacterium tuberculosis Using Short-Read Whole-Genome Sequencing） 

結核菌ゲノム用の全ゲノムシークエンス（NGS）解析ツールのこと。 

 抗菌薬適正使用支援（AS：Antimicrobial Stewardship） 

抗菌薬適正使用を支援するための取組みのこと。 

 抗微生物剤：Antimicrobials 

ヒト、動物、農業で使用され、病原微生物に対する抗微生物活性を持ち、感染症の治療、予防又は動物の飼料中の栄養成分の有効利用の目的で利用されている製剤の総称。ヒトで用いられる抗微生物薬、動物・農業で用

いられる抗微生物剤を指す。このうち、ヒトに対する抗微生物薬には、抗菌薬（細菌に対する抗微生物活性を持つもの。抗生物質及び合成抗菌剤）、抗真菌薬、抗ウイルス薬、抗寄生虫薬を含む。動物用の抗微生物剤に

は、動物用抗菌性物質（細菌に対する抗微生物活性を持つもの。抗生物質及び合成抗菌剤）、抗真菌剤、抗ウイルス剤、抗寄生虫剤を含む。動物用医薬品として動物の感染症の治療に用いられる動物用抗菌剤及び飼料

中の栄養成分の有効利用目的で用いられる抗菌性飼料添加物をあわせて動物用抗菌性物質と呼ぶ。 

 抗微生物剤使用量（AMU：Antimicrobial Use） 

抗微生物剤の使用量を表す指標のこと。使用量を直接比較することができないため、人数・個体数、投与期間（ヒトのみ）、平均体重（動物のみ）等で割った指標が用いられる。ヒトにおいては抗微生物薬使用密度及び抗微

生物薬使用日数、動物においては製剤販売量（純抹換算量）を個体数で補正し、体重あたりの使用量を示す密度指標（mg/個体数調整単位（PCU））が用いられる。 

 抗微生物薬適正使用チーム（AST：Antimicrobial Stewardship Team） 

抗菌薬の不適切な使用や長期間の投与が、薬剤耐性微生物を発生あるいは蔓延させる原因となりうるため、その対策として抗菌薬の使用を適切に管理・支援するためのチームのこと。 
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 国際獣疫事務局（OIE：Office International des Epizooties） 

1924 年に発足した、世界の動物衛生の向上を目的とする政府間機関のこと。動物衛生や人獣共通感染症に関する国際基準の策定等を行っている。 

 国際薬事規制当局連携組織（ICMRA：International Coalition of Medicines Regulatory Authorities） 

規制当局による自発的、ハイレベルな支援組織であり、戦略的調整および指導的な役割を担っており、協働して以下の目的に取り組む。ヒト用医薬品の規制と安全に関する既存ならびに新規の課題に対し、その権限と制

度上の方法をもって、グローバルかつ戦略的に、透明性の高い方策を講ずること、多くの規制当局のミッションに共通する分野や活動に対し、方向性を示すこと、相乗効果を生み出せる可能性のある分野を特定すること、

可能な限り、既存の取り組みやリソースを活用すること。 

 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED：Japan Agency for Medical Research and Development） 

国が定める「医療分野研究開発推進計画」に基づき、医薬品、医療機器・ヘルスケア、再生・細胞医療・遺伝子治療等 6 つの統合プロジェクトを中心とする研究開発を推進する機構のこと。 

 コーデックス委員会（Codex Alimentalius Commission） 

消費者の健康の保護、食品の公正な貿易の確保等を目的として、1963 年に国連農業食糧機関（FAO）及び世界保健機関（WHO）により設置された国際的な政府間機関であり、国際食品規格（コーデックス規格）の策定等

を行っている（我が国は 1966 年より加盟）。 

 最小発育阻止濃度（Minimum Inhibitory Concentration） 

抗菌力を示す指標で、対象菌の発育を抑制するのに必要な抗菌薬の最小希釈濃度を指す。通常 mg/ml で表し、菌の種類、菌株の違いによってそれぞれ異なる値を示す。 

 診断群分類（DPC：Diagnosis Procedure Combination） 

入院期間中に医療資源を最も投入した「傷病名」と、入院期間中に提供 される手術、処置、化学療法などの「診療行為」の組み合わせにより分類 された患者群のこと。 

 世界健康安全保障アジェンダ（GHSA：Global Health Security Agenda） 

米国が提唱する、国家や国際機関などさまざまな関係者とともに感染症の脅威から世界を守り、国際安全保障の優先事項としてグローバル・ヘルス・セキュリティを促進するための取り組みのこと。予防・検知・対応を三本

柱として取り組みを進めている。 

 世界保健機構三輪車プロジェクト（WHO Tricycle Surveillance） 

大腸菌を用いたワンヘルス薬剤耐性サーベイランスのこと。 

 全ゲノムシークエンス解析（WGS-S） 

全ゲノム領域を対象として変異検出を行うことで、より包括的にゲノム配列の違いや変化を捉えることができる。 

 地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS：Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development） 

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）並びに国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）と独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実施している、開発途上国の研究者が共同で研究を行う 3～5 年間の

研究プログラムのこと。 

 点有病率調査（PPS：Point Prevalence Survey） 

ある一時点における横断的な疫学調査で、調査時点における入院患者/介護施設入所者の背景、医療・介護関連感染症、抗微生物薬の使用状況等を包括的サーベイランスすることができる。 

 東京ワンヘルス会議（Tokyo AMR One Health Conference） 
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アジア諸国の政府職員、国際機関の担当者、専門家を招聘して抗微生物薬適正使用やワンヘルス・サーベイランスに関する情報提供等を行う公開シンポジウムのこと。 

 動向調査（サーベイランス）（Surveillance） 

問題の実態を把握するために定期的に調査を行い、動向を把握したり変化を検出すること。 

 動物分野における疫学的ゲノムデータベース（J-VEG：Japanese Veterinary Epidemiology and Genomics） 

動物分野における細菌のゲノムデータベースのこと。 

 動物由来薬剤耐性菌モニタリング(JVARM：Japanese Veterinary Antimicrobial Resistance Monitoring） 

農林水産省による動物分野における薬剤耐性及び動物用抗菌剤の販売量のモニタリング体制のこと。各都道府県、独立行政法人農林水産消費安全技術センター及び水産試験場等と連携協力し、動物医薬品検査所が

基幹ラボとして実施している。サーベイランス/モニタリング結果について日本語で毎年、英語で数年毎に報告書が一般公開されている。 

 動物用医薬品の承認申請資料の調和に関する国際協力（VICH： International Cooperation on Harmonization of Technical Requirements for Registration of Veterinary Medicinal Products） 

日本、欧州、米国の規制当局及び動物用医薬品業界の代表者を主メンバーとして、動物用医薬品の承認申請資料作成に必要な試験の基準の調和を推進するための国際協力会議（平成８年４月発足）のこと。 

 匿名レセプト情報・匿名特定健診等情報（NDB：National Database of Health Insurance Claims and Specific Health Checkups of Japan） 

厚生労働省が構築したデータベースで、2009 年以降の電子化されたレセプトデータおよび特定健康診査、特定保健指導データが蓄積されている。申請に応じて研究利用が 2011 年より開始されている。 

 病原体ゲノムデータベース（gGENEPID：Global Genome Epidemiology Database） 

病原体ゲノム情報と疫学調査解析 （年・地域・由来） を統合したデータベースのこと。 

 薬剤耐性（AMR：Antimicrobial Resistance） 

微生物（細菌、真菌、ウイルス、寄生虫）による感染症に対し、抗微生物剤が無効になる、又は、製剤による効果が減弱する事象のこと。 

 薬剤耐性（AMR）アクションパッケージ 

世界健康安全保障アジェンダ(GHSA：Global Health Security Agenda))において感染症の予防、早期発見、効果的対応を達成するための目標に対して具体的に立てられた１１の行動計画の１つ。 

 薬剤耐性菌のゲノムデータベース（GenEpid-J：Database of Pathogen Genomics and Epidemiology） 

国内外で分離された患者・家畜・環境など様々な由来の菌株について、プラスミドゲノムと染色体ゲノムを分離したうえで解読・解析し、付随する疫学情報と共にデータベースとして蓄積しており、特定の耐性遺伝子について

その分布状況を迅速に把握することができる。 

 薬剤耐性サーベイランスおよび調査のためのＷHO 協力センター（WHO Collaborating Center for AMR Surveillance and Research） 

WHO の薬剤耐性サーベイランスおよび調査業務に協力する施設のこと。 

 薬剤耐性（AMR）に関するアジア太平洋ワンヘルス・イニシアチブ（ASPIRE：Asia Pacific Initiative on Reproduction） 

アジア−太平洋領域における AMR 問題に協働して立ち向かい、地域の AMR 対策を実現するロードマップを描くプロジェクトのこと。 

 ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC：Universal Health Coverage）  

すべての人が、効果的で良質な保健医療サービスを負担可能な費用で受けられること。 

 ワンヘルス・アプローチ（One Health Approach） 
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ヒト、動物、環境等の複雑な相互作用によって生じる感染症の対策に、公衆衛生部門、動物衛生部門、環境衛生（保全）部門等の関係者が連携し、一体となって対応しようとする概念のこと。薬剤耐性対策においては、抗

菌薬等の抗微生物薬は、医療、介護、獣医療、畜水産、農業などの現場で使用され、それらの使用により選択された薬剤耐性微生物や薬剤耐性の原因となる遺伝子が、食品や環境などを介してヒトへ伝播することが指摘

されており、こうした分野で一体となり取り組みを進める必要性が指摘されている。 

 ワンヘルスプラットフォーム 

ヒト・動物・環境分野分野の AMR に関わる情報（薬剤耐性率や抗菌薬使用量など）の動向を、分野別・都道府県別・経年別に、ユーザーサイドで自由に閲覧できるシステムのこと。 
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用語解説（五十音順） 

 院内感染対策サーベイランス事業(JANIS：Japan Nosocomial Infections Surveillance) 

厚生労働省所管の有床医療機関において検出された微生物の薬剤耐性傾向を把握するサーベイランス事業のこと。参加は任意であり、参加医療機関には、施設内の薬剤耐性傾向を分析したサーベイランス報告が還元

されるほか、全国レベルでの薬剤耐性傾向を掲載した報告書が一般公開されている。 

 感染症発生動向調査（NESID：National Epidemiological Surveillance of Infectious Disease） 

感染症の発生情報の正確な把握と分析、その結果の国民や医療機関への迅速な提供・公開により、感染症に対する有効かつ的確な予防・診断・治療に係る対策を図り、多様な感染症の発生及びまん延を防止することを

目的とした調査事業のこと。 

 感染対策連携共通プラットフォーム（J-SIPHE：Japan Surveillance for Infection Prevention and Healthcare Epidemiology） 

全国の医療機関における感染症診療状況、感染対策への取り組みや構造、医療関連感染の発生状況、主要な細菌や薬剤耐性菌の発生状況及びそれらによる血流感染の発生状況、抗菌薬の使用状況等に関する情報

を集約し、医療機関や地域ネットワークの AMR 対策に活用できるシステムのこと。 

 グローバル薬剤耐性サーベイランスシステム（GLASS：Global Antimicrobial Resistance Surveillance System） 

AMR サーベイランスの世界的な協調を目的に、2015 年に WHO により開発された薬剤耐性菌および抗菌薬使用量サーベイランスのこと。 

 国際獣疫事務局（OIE：Office International des Epizooties） 

1924 年に発足した、世界の動物衛生の向上を目的とする政府間機関のこと。動物衛生や人獣共通感染症に関する国際基準の策定等を行っている。 

 抗菌薬適正使用支援（AS：Antimicrobial Stewardship） 

抗菌薬適正使用を支援するための取組みのこと。 

 抗微生物剤使用量（AMU：Antimicrobial Use) 

抗微生物剤の使用量を表す指標のこと。使用量を直接比較することができないため、人数・個体数、投与期間(ヒトのみ)、平均体重(動物のみ)等で割った指標が用いられる。ヒトにおいては抗微生物薬使用密度及び抗微生

物薬使用日数、動物においては製剤販売量(純抹換算量)を個体数で補正し、体重あたりの使用量を示す密度指標(mg/個体数調整単位(PCU))が用いられる。 

 抗微生物薬適正使用チーム（AST：Antimicrobial Stewardship Team） 

抗菌薬の不適切な使用や長期間の投与が、薬剤耐性微生物を発生あるいは蔓延させる原因となりうるため、その対策として抗菌薬の使用を適切に管理・支援するためのチームのこと。 

 国際薬事規制当局連携組織（ICMRA：International Coalition of Medicines Regulatory Authorities） 

規制当局による自発的、ハイレベルな支援組織であり、戦略的調整および指導的な役割を担っており、協働して以下の目的に取り組む。ヒト用医薬品の規制と安全に関する既存ならびに新規の課題に対し、その権限と制

度上の方法をもって、グローバルかつ戦略的に、透明性の高い方策を講ずること、多くの規制当局のミッションに共通する分野や活動に対し、方向性を示すこと、相乗効果を生み出せる可能性のある分野を特定すること、

可能な限り、既存の取り組みやリソースを活用すること。 

 コーデックス委員会（Codex Alimentalius Commission） 
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消費者の健康の保護、食品の公正な貿易の確保等を目的として、1963 年に国連農業食糧機関(FAO)及び世界保健機関(WHO)により設置された国際的な政府間機関であり、国際食品規格（コーデックス規格）の策定等を

行っている（我が国は 1966 年より加盟）。 

 世界健康安全保障アジェンダ（GHSA：Global Health Security Agenda） 

米国が提唱する、国家や国際機関などさまざまな関係者とともに感染症の脅威から世界を守り、国際安全保障の優先事項としてグローバル・ヘルス・セキュリティを促進するための取り組みのこと。予防・検知・対応を三本

柱として取り組みを進めている。 

 世界保健機構三輪車プロジェクト（WHO Tricycle Surveillance） 

大腸菌を用いたワンヘルス薬剤耐性サーベイランスのこと。 

 動物分野における疫学的ゲノムデータベース（J-VEG：Japanese Veterinary Epidemiology and Genomics） 

動物分野における細菌のゲノムデータベースのこと。 

 動物由来薬剤耐性菌モニタリング(JVARM：Japanese Veterinary Antimicrobial Resistance Monitoring) 

農林水産省による動物分野における薬剤耐性及び動物用抗菌剤の販売量のモニタリング体制のこと。各都道府県、独立行政法人農林水産消費安全技術センター及び水産試験場等と連携協力し、動物医薬品検査所が

基幹ラボとして実施。サーベイランス/モニタリング結果について日本語で毎年、英語で数年毎に報告書が一般公開されている。 

 動物用医薬品の承認申請資料の調和に関する国際協力（VICH：International Cooperation on Harmonization of Technical Requirements for Registration of Veterinary Medicinal Products） 

日本、欧州、米国の規制当局及び動物用医薬品業界の代表者を主メンバーとして、動物用医薬品の承認申請資料作成に必要な試験の基準の調和を推進するための国際協力会議（平成８年４月発足）のこと。 

 匿名レセプト情報・匿名特定健診等情報（NDB：National Database of Health Insurance Claims and Specific Health Checkups of Japan） 

厚生労働省が構築したデータベースで、2009 年以降の電子化されたレセプトデータおよび特定健康診査、特定保健指導データが蓄積されている。申請に応じて研究利用が 2011 年より開始されている。 

 薬剤耐性（AMR：Antimicrobial Resistance） 

微生物（細菌、真菌、ウイルス、寄生虫）による感染症に対し、抗微生物剤が無効になる、又は、製剤による効果が減弱する事象のこと。 

 薬剤耐性菌のゲノムデータベース（GenEpid-J：Database of Pathogen Genomics and Epidemiology） 

国内外で分離された患者・家畜・環境など様々な由来の菌株について、プラスミドゲノムと染色体ゲノムを分離したうえで解読・解析し、付随する疫学情報と共にデータベースとして蓄積しており、特定の耐性遺伝子について

その分布状況を迅速に把握することができる。 

 薬剤耐性（AMR）に関するアジア太平洋ワンヘルス・イニシアチブ（ASPIRE：Asia Pacific Initiative on Reproduction） 

アジア−太平洋領域における AMR 問題に協働して立ち向かい、地域の AMR 対策を実現するロードマップを描くプロジェクトのこと 

 


